
正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

九
三

九河
村
孝
江

河
元
孝
江

（
原
稿
誤
り
）終

り
か
ら

八
一

一
三２

６
５
１
番
地

２
０
０
０
番
地

令和年月日 月曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
九
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
中
川
区
富
川
町
一
丁
目
一
番
地
の
二
八

株
式
会
社
コ
ト
ジ
ヨ
ー

代
表
取
締
役

永
田

尚
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

沖
縄
県
那
覇
市
字
鏡
水
一
五
〇
番
地
那
覇
空
港
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ

沖
縄
デ
ィ
ー
エ
フ
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

コ
ッ
ク
・
ヘ
イ
・
マ
イ
ケ
ル
・

ワ
ン

合
併
公
告
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
存
続
会
社
で
あ
る
甲
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億

四
千
二
万
五
千
円
減
少
し
、
三
千
百
万
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
又
は
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
、
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
二
二
頁
（
号
外
第
一
八
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
五
頁
（
号
外
第
一
八
六
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

三
重
県
津
市
栄
町
三
丁
目
一
二
三
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ソ
フ
ト
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

畑
野

悦
哉

東
京
都
文
京
区
小
日
向
四
丁
目
二
番
六
号

（
乙
）
ソ
フ
ト
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

奧
脇
三
千
夫

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
三
十
六
億
五
百
六
十
九

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

h
ttp
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w
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tm
l

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
一
番
四
号

Ｓ
ｉ
ｌ
ｋ
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
特
定

目
的
会
社

取
締
役

福
永

隆
明

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
十
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
六
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
二
四
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ア
ス
タ
ー
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
六
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
二
四
五
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

日
光
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
２
０
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
百
七
十
九
億
二
千
三

十
八
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八

年
四
月
二
十
七
日
付
官
報
号
外
第
九
十
八
号
の
一
〇
八
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー

勝
ど
き
プ
ロ
パ
テ
ィ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
一
億
五
千
二
百
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
十
九
日

掲
載
頁

二
十
九
頁
（
号
外
第
十
一
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
土
志
田

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
三
Ｆ

Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
ｕ
ｓ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
十
四
日
（
号
外
第
一
八
二
号
）
掲
載
の

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、

「
資
本
金
の
額
を
二
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円
と
す
る
」

と
あ
る
は
「
資
本
金
の
額
を
六
百
五
十
万
円
減
少
し
五
百

五
十
万
円
と
す
る
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

千
葉
県
習
志
野
市
津
田
沼
六
丁
目
一
三
番
九
号

金
二
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
橋

治
久

訂
正
公
告

医
療
法
人
社
団
小
阪
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
係
る
令
和
八

年
九
月
一
日
（
号
外
第
一
九
五
号
）掲
載
の
解
散
公
告（
第

一
回
）、
同
年
九
月
八
日
（
号
外
第
二
〇
〇
号
）
掲
載
の

解
散
公
告
（
第
二
回
）、
同
年
九
月
十
五
日
（
号
外
第
二

〇
五
号
）
掲
載
の
解
散
公
告
（
第
三
回
）
中
、「
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
」
と
あ
る
は
「
社
員
の
欠
亡
に
よ
り
」
の

誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日

奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
新
町
五
二
番
地
三

医
療
法
人
社
団
小
阪
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

清
算
人

小
阪

俊
文

取
消
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
掲
載
の
福
岡
地
方
裁
判
所
に

係
る
令
和
八
年
（
フ
）
第
九
〇
三
号
破
産
手
続
廃
止
及
び

免
責
許
可
決
定
は
取
り
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
一
日
掲
載
の
岐
阜
家
庭
裁
判
所
に
係
る

令
和
八
年
（
家
）
第
四
三
九
号
相
続
財
産
清
算
人
の
選
任

及
び
相
続
権
主
張
の
催
告
中

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
掲
載
の
山
口
家
庭
裁
判
所
周

南
支
部
に
係
る
令
和
八
年
（
家
）
第
五
〇
二
三
号
相
続
財

産
清
算
人
の
選
任
及
び
相
続
権
主
張
の
催
告
中
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